
写真師・内田九一が撮影した旧
江戸城で、明治６年の撮影直後に
これら櫓と濠は廃棄された。江戸
城の中枢「御本丸」だったが既に
ボロボロで、未来永劫続くかと見
えた幕府も滅び、６年が過ぎた。
そして令和６年ボロボロな某役所
に響く「祇園精舎の鐘の声」が誰
の耳にも聞えている。

７
月
10
日
、
日
テ
レ
本
社
跡

地
に
80
㍍
の
超
高
層
ビ
ル
を
建

て
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
条
例

が
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。
日

テ
レ
跡
地
の
み
再
開
発
等
促
進

区
と
し
て
扱
わ
れ
、
高
さ
制
限

60
㍍
か
ら
80
㍍
に
大
幅
に
緩
和

さ
れ
た
。

こ
の
間
、
都
市
計
画
審
議
会

（
以
下
都
計
審
）
や
区
議
会
等

を
傍
聴
し
た
こ
と
で
、
よ
く
あ

る
誤
解
と
実
態
の
差
が
理
解
で

き
た
。

【
誤
解
１
／
麹
町
駅
の
上
り
下

り
を
楽
に
す
る
に
は
、
80
㍍
の

高
さ
が
必
須
？
】

　
実
は
、
80
㍍
ま
で
緩
和
し
な

く
て
も
事
業
者
は
採
算
を
保
ち

な
が
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
設

置
で
き
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
改
札
内
は

一
部
階
段
の
ま
ま
で
ホ
ー
ム
か

ら
地
上
ま
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
日
テ
レ
か
ら
は
「
80
㍍
が
認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
開
館
時
間
以
外
は
一
般

人
に
使
わ
せ
な
い
」
と
い
う
80

㍍
案
に
誘
導
す
る
よ
う
な
説
明

が
あ
り
、
こ
れ
は
都
計
審
で
も

糾
弾
さ
れ
た
。

【
誤
解
２
／
広
場
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
地
域
に
は
良
い
こ
と

ば
か
り
？
】

　
実
際
は
環
境
面
で
の
不
安
が

残
る
。
日
テ
レ
通
り
の
道
幅
や

駅
の
ホ
ー
ム
幅
は
変
わ
ら
な
い

の
で
、
渋
滞
や
緊
急
車
両
の
通

行
の
障
害
、
駅
で
の
滞
留
・
事

故
が
懸
念
さ
れ
る
。
高
層
に
な

る
ほ
ど
ビ
ル
風
も
強
ま
る
。

　
特
に
文
教
地
区
で
あ
る
当
地

区
で
は
、
多
く
の
近
隣
学
校
が

環
境
の
悪
化
を
懸
念
し
て
い

る
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
深
刻

な
悪
影
響
に
つ
い
て
、
区
の
調

査
も
説
明
も
不
十
分
な
ま
ま
性

急
に
手
続
き
が
進
め
ら
れ
た
。

【
誤
解
３
／
日
テ
レ
本
社
が

戻
っ
て
来
る
？
】

　
実
際
に
は
、
当
面
は
賃
貸
主

体
の
「
雑
居
ビ
ル
」
と
な
る
。

就
業
者
数
、
来
館
者
数
を
事
業

者
は
制
御
で
き
ず
、
１
万
人

（
高
校
10
校
分
以
上
）
増
と
も

言
わ
れ
る
。
こ
の
数
に
よ
り
上

記
「
誤
解
２
」
の
周
辺
へ
の
影

響
も
大
き
く
変
わ
る
。

【
誤
解
４
／
「
１
５
０
㍍
案
か

ら
大
幅
に
譲
歩
」
「
10
年
に
わ

た
る
話
し
合
い
の
末
に
や
っ

と
」
は
本
当
？
】

　
最
初
の
具
体
案
が
出
た
の
は

わ
ず
か
２
年
前
。
こ
の
時
の
90

㍍
案
は
都
計
審
で
「
片
側
１
車

線
の
日
テ
レ
通
り
に
片
側
３
車

線
（
合
計
６
車
線
）
の
新
宿
通

り
の
制
限
よ
り
高
い
も
の
は
あ

り
得
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

80
㍍
案
が
区
か
ら
都
計
審
に
示

さ
れ
た
の
は
昨
年
秋
な
の
で
む

し
ろ
１
年
未
満
で
の
ス
ピ
ー
ド

決
定
だ
。

　
ち
な
み
に
逮
捕
さ
れ
た
嶋
崎

秀
彦
元
区
議
が
区
議
会
の
所
管

委
員
会
の
委
員
長
だ
っ
た
。
逮

捕
前
に
委
員
長
が
長
期
欠
席
し

た
た
め
、
同
委
員
会
が
長
く
開

か
れ
ず
、
本
来
都
計
審
に
上
げ

る
前
に
さ
れ
る
べ
き
議
論
も
行

わ
れ
て
い
な
い
。

【
誤
解
５
／
都
計
審
が
了
承
し

明治６年廃墟寸前の江戸城
「御本丸」

この問題 千代田区の 弁護士はこう見ています

東京千代田法律事務所

弁護士　大城  聡

清水あつし

「千代田区民の声を届ける会」（千声会）は、地域のよい環境を守り、より良いまちづくりを進めるために行政や議会に区民の声を届けるべく、有志を中心
に立ち上げた会です。千代田区では近年、地域の人々の様々な声を十分に吸い上げず、住民に対する説明やその手順も不十分なままで、一部事業者の優遇や、
開発ありきとしか思えないような地区計画の変更・地域開発を、強引と言わざるを得ないやり方で進めています。

私たちは、地域の一人ひとりが持つ多様な意見を交え、より豊かな地域を一緒につくっていきたいと考えています。その声は小さくても、集まれば力になり
ます。その第一歩として、「千声会」はこの「かわら版」を作りました。手に取ったみなさまが、ふと立ち止まり一緒に考えてくださることを願っています。
そして、一緒に住みよいちよだをつくりませんか。

こ
の
問
題
で
は
、
上
記
に

あ
る
よ
う
に
、
都
市
計
画
審

議
会
の
附
帯
決
議
が
重
要
で

す
。附

帯
決
議
で
は
「
意
見
の

対
立
に
よ
り
地
区
住
民
を
二

分
す
る
よ
う
な
事
態
」
に

な
っ
て
い
る
と
異
例
の
懸
念

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問

題
を
先
送
り
し
て
樋
口
区
長

は
地
区
計
画
を
変
更
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
対
立
は
解
消

さ
れ
ず
、
地
域
の
融
和
も
図

ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

日
テ
レ
は
、
自
社
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
憲
章
の
中
で

「
地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
は

か
り
ま
す
。
地
域
社
会
の
迷

惑
と
な
る
よ
う
な
行
動
は
行

い
ま
せ
ん
」
と
謳
っ
て
い
ま

す
。附

帯
決
議
は
、
日
テ
レ
が

地
区
の
要
望
を
受
け
止
め
て

高
さ
や
容
積
率
の
上
限
に
対

し
て
ゆ
と
り
を
持
っ
た
計
画

内
容
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
と
明
示
し
て
お
り
、
地
域

の
融
和
に
向
け
て
真
摯
な
努

力
を
重
ね
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

事
業
具
体
化
の
最
初
の
段

階
で
あ
る
基
本
計
画
に
住
民

の
声
が
反
映
さ
れ
、
地
域
の

融
和
に
向
か
う
の
か
。
こ
れ

が
次
の
焦
点
で
す
。
こ
れ
ま

で
強
引
に
進
め
て
き
た
日
テ

レ
と
区
は
「
地
域
の
融
和
・

対
立
解
消
」
と
い
う
重
い
宿

題
を
抱
え
て
い
る
の
で
す
。

た
か
ら
大
丈
夫
？
】

　
実
際
に
は
、
都
計
審
が
全
面

的
に
賛
成
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
地
域
の
合
意
形
成
が
で
き

て
い
な
い
た
め
に
審
議
が
紛
糾

し
、
異
例
の
厳
し
い
附
帯
決
議

（
左
表
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

《
こ
れ
か
ら
》　
区
は
人
口
増

加
を
再
開
発
の
理
由
に
し
て
い

る
が
、
昼
間
人
口
の
急
増
に
拍

車
を
か
け
る
矛
盾
点
を
隠
し
て

い
る
。
無
理
や
り
再
開
発
案
を

通
す
た
め
に
、
区
は
言
葉
の
定

義
ま
で
変
え
て
き
た
こ
と
が
傍

聴
を
通
じ
て
わ
か
っ
た
。
こ
の

ま
ま
い
く
と
、
日
テ
レ
が
広
範

に
土
地
買
収
を
し
て
い
る
四
番

町
等
で
も
地
区
計
画
が
形
骸
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

 

な
ぜ
一
社
だ
け
の
不
動
産
事

業
を
優
遇
す
る
の
か
、
な
ぜ
区

が
四
番
町
保
育
園
の
土
地
を
日

テ
レ
か
ら
無
償
貸
与
さ
れ
て
い

る
の
か
に
も
不
審
な
点
が
多

い
。二

番
町
問
題
は
千
代
田
区
の

行
政
の
あ
り
方
の
試
金
石
で
、

近
隣
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

ま
ず
は
都
計
審
の
附
帯
決
議
が

守
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
ぜ
ひ
、

広
く
千
代
田
区
民
の
皆
様
に
、

注
視
し
て
ほ
し
い
。

附　帯　決　議　（概 略）
地区住民を二分するような事態が長期にわ
たって継続している。千代田区当局に対し
地区の融和を図るよう要請する。
・ 全ての関係者が前向きに話し合える場づ
　くりに協力を
・ 地区内の融和に向けた努力を
・ 高さや容積率は上限なので実際の高さは
　事業者と協議を
・ これらの進捗の都計審への報告を

千
声
会

ち 
よ 

だ 
か
わ
ら
版

千 声 会
sensei_info@ml.globis.co.jp

vol.2

おごれる人も久しからず、ただ春の夜の夢のごとし

　
　
　
　
区
民
の
声
（
番
町
在
住
）

二
番
町
地
区
計
画
変
更
　
― 

日
テ
レ
再
開
発 

― 

　
　
都
市
計
画
審
議
会
を
傍
聴
し
て



令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
、
第
50
回
千

代
田
区
民
世
論
調
査
で
、
区
民
の
生
活
環

境
評
価
に
つ
い
て
、
７
９
１
人
が
回
答
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
特
徴
的
な
５
項
目

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
最
も
満
足
度
が
高
い
の
が

「
交
通
の
便
」
で
、
良
い
と
答
え
た
人
は

91
・
７
％
、
や
や
良
い
を
合
わ
せ
る
と

97
・
６
％
で
し
た
。
次
に
満
足
度
が
高
い

の
が
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
で
、
良
い
・

や
や
良
い
を
合
わ
せ
る
と
71
・
７
％
で
し

た
。
国
の
重
要
機
関
が
集
ま
っ
て
お
り
、

交
通
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
千
代
田
区
の

特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
満
足
度
が
低
か
っ
た
の
は
、「
隣

近
所
の
交
流
」「
大
気
汚
染
」「
公
園
・
遊

び
場
」
で
し
た
。
便
利
で
安
全
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
多
く
の
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
つ
中
で
、
住
民
同
士
の
交
流
、
子
ど
も

達
の
遊
び
場
が
少
な
い
状
況
が
う
か
が
え

ま
す
。
都
市
部
に
共
通
す
る
問
題
と
言
え

そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
で

す
か
？
一
度
立
ち
ど
ま
っ
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

千代田区が丸見え！　おもしろデータ

「ちよだカフェ」には、千代田区のこ
とをよく知る弁護士の大城聡さん・
久道瑛未さんが毎回参加してくださ
います。お２人は、常に住民の側に
立ってさまざまな問題解決のために
奔走する優しい弁護士さんです。

久道瑛未弁護士・大城聡弁護士

19:00 〜　神保町区民館３階
　　　　　千代田区神田神保町 2 丁目 40

ちよだカフェで目指すこと
いま、千代田区ではさまざまな問題が起きていて、例えば、「ミッドタウン日比谷広場」「外神田・秋葉原」「日テレ通り」、「神田警察通り」などがあ
ります。２０２４年７月より、東京の中心である千代田区の“まち”の在り方や、人々の暮らしに直結した“まち”づくりについて勉強会を開催し
ます。区民の皆さんはもちろん、千代田区に関わりのある方、千代田区が好きな方、一緒にさまざまな視点から話し合ってみませんか。参加費無料で、
仕事帰りに立ち寄れる時間です。ぜひご参加ください。

0 20 40 60 80 100

隣近所の交流

良い 91.7％ やや良い 5.9％

良い 42.2％ やや良い 29.5％

ふつう やや悪い 悪い

出典：第 50 回千代田区民世論調査（令和 5 年度）

第１回は、こんなにたくさんの方がご参加くださいました！

第 3 回

ち
よ
だ
カ
フ
ェ 

第
２
回
開
催
し
ま
す
！

「人をつなぐ街を創る
－世田谷区の実践事例－」から学ぶ

プロフィール／こしば・なおき
１９６１年東京都生まれ。１９８５年明治

大学工学部建築学科卒業、１９８７年同大

学大学院工学研究科建築学専攻博士前期課

程修了・修士、１９９８年東京都立大学大

学院都市科学研究科都市科学専攻博士前期

課程修了・修士。１９８７年世田谷区入所、

２０２３年世田谷区退職。一般財団法人世

田谷トラストまちづくり常務理事。一級建

築士、建築主事、宅地建物取引士。著書『人

をつなぐ街を創る』（花伝社）。小柴 直樹 さん

7/30（火）19:00 〜
会場：麹町区民館 洋室 AB
            千代田区麹町 2-8

90 万人都市の世田谷区で、行政職員として３５年間、
対立から対話へと試行錯誤を重ね導き出してきた小
柴直樹さん。地区住民を二分していると指摘されて
いる日テレ再開発問題でも、小柴さんによる
住民参加型のまちづくりは大いに参考とな
ることでしょう。お気軽にご参加ください。 

参加無料！

生活の質・住環境を更に良くするために、あなたの声を聞かせてください

私たちが目指す千代田区
  1、歴史・教育・文化を大切にする“ まち” 
  2、いつまでも住みたい、そして住み続けられる“ まち”
  3、一人ひとりが尊重され、区民の声が届く“ まち”

千代田区民の声を届ける会（千声会）は、千代田区をより住みやすい “まち” にするためのアイディア、ご意見を募集しています。
みなさんのアイディア、ご意見、ご感想をお気軽にお寄せください。

千代田区民の声を届ける会　事務局　sensei_info@ml.globis.co.jp

代表　堀義人 千声会HP

「ウォーカブルな都市のデザインとは
                 ―神田警察通りの事例から考えるー」


